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論文内 容の要 旨

本論文は，材料の動的応力一ひずみ関係の合理的で正確な測定法の確立を目的として，従来の諸方

法の欠陥を比較考量し，その上に立って新手法を開発，それによる研究について論述したもので，ま

えがきと本文 6 章とから成っている。

第 1 章は序論で，本問題に関する乙れまでの諸研究を概観し，本研究の目的と意義を明らかにして

いる。

第 2 章は著者が開発した縦衝撃試験法の原理について述べたものである。材料が衝撃により動的な

塑性変形をうける場合には一般に試料内のひずみおよび応力の分布は一様ではないから，応力一ひず

み関係を求めるには一点において応力とひずみとを同時に測定する必要があり， しかも応力の直接測

定は困難である。そのため著者は本章において，試料に接続された弾性入力棒上の二点において測定

された弾性ひずみからそれら二点における応力波を求め，これを合理的に解析することによって試料

内に透過する応力を正しく算出する新手法を開発し，他方試料の衝撃端近くのひずみを直接測定し

て，端点における応力一ひずみ関係を導く方法を提唱している。

第 3 章は前記の測定原理に基づいて著者が行なった衝撃引張試験について論述したもので，試料を

十分細くすることによって接合端面の影響が僅小となり，一次元的な応力一ひずみ関係を測定する目

的に対して著者の方法が正しく適用できると述べている。

第 4 章では衝撃圧縮試験について述べられているが，その際得られたアノレミニウムと銅の応力一ひ

ずみ曲線には，あるひずみ速度の範囲で従来の結果に見られなかった降伏後の応力降下が存在し，ま

た衝撃端には異状な端面効果が現われるといっている。かかる現象はこの種の測定に疑点を残すもの

ではあるが，著者は試料を十分細くする乙とによって目的に到達することができると述べている。

第 5 章では材料の一次元的応力一ひずみ関係がひずみ速度にいかに関係するかを示す constitutive
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equation を緩和現象の立場から導き， 緩和関数の形を合理的に選ぶ乙とにより， 動的な降伏点につ

いては，銅の場合，実験値をよく再現し得ることを示している。

第 6 章は総括的結論である。

論文の審査結果の要旨

本論文の成果を要約すれば

(1) 従来行われていた動的応力一ひずみ関係の測定原理の基本的欠点を明確にして，根本的に改良す

べき方向を確立し，

(2) 塑性変形を行ないつつある試料端近くの応力を合理的に測定する新しい手法を開発して，乙の方

面の新礎石を立てたこと，

(3) 動的応力一ひずみ関係を緩和現象の立場から現象論的に取り扱う一般的視野を提示したこと等で

ある。

以上の成果は動的応力一ひずみ関係の測定ならび、に関連事項について貴重な知見を加えたものであ

り，従って本論文は博士論文として価値あるものと認められる。
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